
１  ： 山梨大学（下河東）ニューロン－グリア　クロストークセンター山梨（仮称）新営実施設計業務（建築・設備）

２  ：令和５年６月２１日

３  ： 簡易公募型プロポーザル方式（拡大）

４  ： 令和５年５月３１日

５

○　選定手続きに係る事項

選定の

有 無

○

○

　（備考）

選　　　定　　　結　　　果　　　書

業 務 名

選定通知日

プロポーザルの方式

公 示 日

選 定 結 果

参加表明者
非　　　選　　　定　　　理　　　由

提 出 者 名

（株）唯設計

（株）馬場設計

　「選定の有無」の欄には、選定された場合には「○」と記載し、選定されなかっ
た場合には「×」と記載すること。



１  ： 山梨大学（下河東）ニューロン－グリア　クロストークセンター山梨（仮称）新営実施設計業務（建築・設備）

２  ：令和５年６月２１日

３  ： 簡易公募型プロポーザル方式（拡大）

４  ： 令和５年５月３１日

５  ：令和５年７月１２日

６

○　特定手続きに係る事項

特定の

有 無

○

✕
技術提案書が、当方の希望するところに至らなかっ
たため。

　（備考）

特定通知日

技術提案書提出要請日

非　　　特　　　定　　　理　　　由

　「特定の有無」の欄には、特定された場合には「○」と記載し、特定されなかっ
た場合には「×」と記載すること。

特　　　定　　　結　　　果　　　書

業 務 名

プロポーザルの方式

公 示 日

特 定 結 果

技術提案書

提 出 者 名

（株）唯設計

（株）馬場設計



技 術 提 案 書 評 価 表

設計業務名：  山梨大学（下河東）ニューロンーグリア　クロストークセンター山梨（仮称）新営実施設計業務（建築・設備）

2 2.0 2.0

意匠 1 0.2 1.0

構造 1 1.0 1.0

電気 1 1.0 1.0

機械 1 0.2 1.0

1 0.6 0.6

意匠 1 0.6 0.6

構造 1 0.6 0.6

電気 1 0.6 0.6

機械 1 0.6 0.6

件数 2.0 2.0

内容 1.8 1.8

意匠 件数 1.0 1.0

内容 1.2 1.2

件数 1.0 0.6

内容 1.2 1.2

件数 1.0 1.0

内容 1.2 1.2

件数 1.0 1.0

内容 1.2 1.2

1 0.2 0.2

1 1.0 1.0

内容 1 0.6 0.6

件数 2.0 2.0

内容 1.2 1.2

ワーク・ライ
フ・バランス
等の推進

5 3.0 0.0

 40 28.0 26.2

業務内容の理解度 15 13.0 13.0

実施方針の妥当性 15 13.0 13.0

実施手法の妥当性 15 12.0 11.0

15 9.0 11.0

60 47.0 48.0

提案の的確性 50 43.3 40.0

50 40.0 36.7

100 83.3 76.7

 160 130.3 124.7

 200 158.3 150.9

1 2

評価項目 評　価　事　項 配点

（株）唯設計 （株）馬場設計

評価点 評価点

総括技術者の資格及び経験

参
加
表
明
書
に
対
す
る
評
価

主任技術者の資格及び
経験

総括技術者の主要業務の実績

主任技術者の主要業務
の実績

3

○女性の職業生活における活躍
の推進に関する法律（女性活躍
推進法）に基づく認定（えるぼ
し認定企業）又は一般事業主行
動計画策定済（常時雇用する労
働者の数が３００人以下のもの
に限る）
○次世代育成支援対策推進法
（次世代法）に基づく認定（く
るみん認定企業・プラチナくる
みん認定企業）
○青少年の雇用の促進等に関す
る法律（若者雇用促進法）に基
づく認定（ユースエール認
定））

4

担当予定技術者
の能力

総括技術者の同種又は
類似業務の実績

5

主任技術者の同
種又は類似業務
の実績

3

構造 3

電気 3

機械

技術提案書の
提出者の能力

技術者数

技術力

主要業務の実績

同種又は類似業務の実績

総 合 評 価 合 計

　順　　位

参 加 表 明 書　　小　計

業務の実施方針 技
術
提
案
書
に
対
す
る
評
価

工程計画及び配置技術者計画の妥当性

小　　　計

課題について
の提案

提案の実現性

小　　　計

技 術 提 案 書　　小　計



 

 

見 積 結 果 等 一 覧 表 

 

 

１ 工事等名  山梨大学（下河東）ニューロンーグリア クロストークセンター山梨

（仮称）新営実施設計業務（建築・設備）） 
 

２ 見 積 日  令和５年７月２０日  

 

見 積 者 名 
第１回 第２回 第３回 

備   考 

 
 

金 額 金 額 金額 

     

（株）唯設計 40,000,000   決定 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

上記金額は見積書に記載された金額で、当該金額に消費税及び地方消費税相当額を

加算した金額が法律上の見積価格である。 

 

 


